
「お店屋さんごっこやりたい！」とずっと心待ちにしていた子どもたちと 
話し合いを重ね、１１月に『動物園』をすることが決定しました。様々な 
動物を思い浮かべ、イメージを膨らませながら制作を楽しんでいきます。 
また、話し合いの中では「一緒に写真を撮れる場所を作りたい。」「触ったり 
餌をあげる場所を作りたい。」「お土産屋さんもいるんじゃない？」と様々な 
アイデアが出てきて、期待がふくらんでいる様子の子どもたちです。友だちと 
イメージを共有し、様々な素材を使って工夫をしながら進めていきたいと 
思います。 
昼食の時間にお箸を使い始めました。「今日から給食の時にお箸も 

使えるよ。緑色のしるしが付いたお箸だよ」と伝えると、「やったー！！」と 
とび上がって大歓声を上げていました。運動会後から年長児への憧れが 
大きくなっていた子どもたちは、また一つ出来ることが増え、「これで 
僕らもぞう組さんみたいやな」と喜んでいました。お箸で食べるのが 
難しい食材はフォークやスプーンに持ち替えたりしながら、無理なく 
移行していけるように進めていきたいと思います。 
今月は、収穫感謝礼拝があります。豊かな恵みを与えてくださった 

神さまに感謝し、礼拝の時を持ちます。また、日頃お世話になって 
いる方々へ手作りのカードと収穫物を届け、感謝の気持ちを伝えたいと 
思います。そして、２１日(月)からクリスマスを待ち望むアドベント 
(待降節)に入ります。クリスマスのお話を聞いたり、アドベントカレンダーや 
お家の方へのプレゼントを作ったりしながらイエスさまのご降誕を楽しみに 
待ち望みたいと思います。 

先日の運動会では、温かいご声援をありがとうございました。 
子どもたちは「早く運動会やりたい！」「お家の人に見てもらいたい！」と 
毎日心待ちにし、運動会当日を迎えました。初めての出来事に緊張も 
あったかと思いますが、大好きなお家の方々に見守られながら、友だちと 
笑顔で楽しそうに体を動かす子どもたちの姿に成長を感じました。 
一人ひとり、大きな自信に繋がったことと思います。これからも友だちや 
保育者と一緒に様々な経験をする中で、喜びを感じながら楽しんで 
いきたいと思います。 
また、10月はハロウィンに触れる中で、自分でなりたい『おばけ』を 

決めてスパンコールやモール、デコレーションボール等、様々な素材を 
使って制作を楽しみました。「ドラキュラだぞー！血を吸うぞー！」 
「魔女、かわいいでしょ？」と喜んで作る姿がとてもかわいかったです。 
 今月は秋の遠足があります。みんなで一緒にバスに乗ったりお弁当を 
食べたりして、思いきり楽しみたいと思います。 
また、収穫感謝礼拝を守ります。豊かな恵みをくださる神さまに感謝して 

礼拝の時をもちたいと思います。そして２１日(月)からクリスマスを待ち 
望むアドベント（待降節）に入ります。アドベントカレンダーの飾りや 
お家の方へのプレゼントを作ったり、イエスさまの降誕のお話を 
聞いたりして、クリスマスを楽しみに過ごしたいと思います。 

先月は、『お泊まり保育』『運動会』と子どもたちの心に残る楽しい 
行事をクラスみんなで過ごすことができました。「お泊まり保育、めっちゃ 
楽しかった！」「１００回くらい泊まれるわ」「ぞう組みんなで行けて 
よかったね」「運動会、ぜんぶ頑張った！」「逆上がりできるように 
なりたいから、先生手伝って！」「リレー今度は勝ちたいな」など、 
思い出しては楽しそうに話す子どもたちです。一つひとつの経験を通して 
自信がつき、また一段と成長が見られました。これからも、子どもたちの 
様々な気持ちを受けとめ、いろいろなことをやってみようとする姿に 
寄り添っていきたいと思います。ハロウィン制作でも去年とは違って、 
“こういうものを作りたい！”という子どもたちのこだわりや工夫が見られ、 
それぞれ仮装作りを楽しんでいます。 
１１月７日(月)は神さまの豊かな恵みに感謝し、収穫感謝礼拝を守ります。 

日頃お世話になっている方々の働きを知り、感謝の気持ちを込めて 
グループの友だちと一緒に考えたメッセージとともにカード制作も進めて 
います。礼拝後、届けに行く予定です。 
また、２１日(月)から、クリスマスを待ち望むアドベント(待降節)に 

入ります。ぞう組はクリスマス礼拝でページェント(聖誕劇)を行います。 
イエスのさまのご降誕の意味を知り、喜びを持って取り組んでいく 
ことができるように進めていきたいと思います。 
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   ひつじ組でうたっている 
“畑のポルカ”という歌に 

『５番目の畑に見たことないような 
大根できた♪』という歌詞があります。 
保育者が「どんな大根だと思う？」と 
尋ねたところ…     
A ちゃん「虹色の大根」 
Bくん「髪の毛生えてる大根」 
C ちゃん「手も足も生えてる大根」 
D くん「めっちゃ巨大な大根」と 
楽しい答えが返ってきました。 
いろいろなことをイメージし、 
想像力を膨らませながら 
うたっているひつじ組です。 

   

園庭で準備体操をしていた 

時のこと。胸を開いてグーンと腰を 

反らして空を見上げていると… 

「すごーい雲ないねー」 

「青空だね」 

「気持ちいいね」と話す子どもたち。 

１０月、秋晴れの空はとても綺麗だと 

子どもに気づかせてもらった 

心温まるひと時でした。 

運動会が終わって、 

みんなで振り返っていた時のこと。 

「ママがいっぱいむぎゅーしてくれ 

たんだ！」と嬉しそうに話していました。 

また、「せんせい！今日も運動会やる？」 

「また運動会やりたい！次はいつなの？」と、 

まだまだ運動会を楽しみたい様子でした。 

次の運動会はひつじ組！またぐんと 

大きくなった子どもたちの姿を 

見るのが今から楽しみです！ 


